
















































ギャンブル依存 や ギャンブル障害 病的ギャンブル はギャンブル依存症と同意であ
る。 ギャンブル依存症者 とはギャンブル依存症に陥っている人を指す。
依存症の診断は、米精神医学会が作成した診断基準である において 問中 項
目以上に該当する人、 と において 問中 項目以上に適合する
人がギャンブル依存症とされる。
問題ギャンブリング とは、依存症に陥る危険性のある無秩序で過度なギャンブル行為を
繰り返していることで、この行為を続けている人を 問題ギャンブラー という。 に
おいては、 問中 項目に該当する人を指す。
青少年 とは中高生のことであり、年齢では 歳から 歳までの人をさす。 思春期 と

















総計 女子 男子 年生 年生 年生
％ ％ ％ ％ ％ ％
出典
高校生
総計 女子 男子 年生 年生 年生 年生
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
女子より男子にギャンブル経験者の多いことがよく分かる。中学生より高校生のギャンブル
頻度が高くなっているが、 年生（日本の中学 年生に相当）からは 年生（日本の高 に相
当）においてはおおよそ ％前後で推移しており、 年生以上の男子においては 割近くが何
らかのギャンブルを年に 度以上の頻度で体験していると推測できる。
青少年におけるギャンブル依存症の発症率もとても高く、おおよそ ％から ％が依存症に












生 名より得た有効回答者が 名で、内訳をみると平均年齢は 歳、男性が ％・女性が
％であった。これまでの生涯においてギャンブルを経験したことのある人は ％で、経験率
の高いギャンブルは ポーカー、花札などカードを使う賭け 機械を使うものは除く （男性
％・女性 ％）が一番であった。男性では、 宝くじ・数字ゲーム（ロト・ナンバーカード
など）（ ％）、そして ボーリングやゴルフなど勝負への賭け という順でつづいている。
女性では、 ボーリングやゴルフなど勝負への賭け （ ％）、 宝くじ・数字ゲーム の順と
なっている。
パチンコの経験率は低く、男性 ％・女性 ％となっている。しかし、工学部の大学生 名




（ ） を和訳修正した 修正・日本語版 学生用
は、 項目の質問で構成されたスクリーニング調査であり、回答選択肢によって得点が異なっ













症予防教育 や ギャンブル予防教育 はギャンブル教育と同じ意味である。
ギャンブル教育はギャンブル依存症予防対策のひとつであり、その予防策におけるアプロー
チモデルはギャンブル依存度合いによって 分類できる ）。依存症に陥る一歩手前の症状が出
ている個人らへの 兆候表示者向け予防アプローチ（ ） と、一定のグ
ループにしぼってプログラムを提供する 選択的予防アプローチ（ ）、












































































レッスン からレッスン までの講座で構成されおり、一つの講座がおおよそ 分から
分までで終わるように設計されている。教養プログラムであるレッスン までを 週間以内で





















































サンプルとなる中学 年生から高校 年生までの 名を グループに分けて、レッスン
までの標準コースとレッスン を含む強化コースを各グループに講義する。レッスン 受講
前に 評価アンケート を実施してギャンブルへの知識や行為についての数値化データーを取
集する。評価アンケートは、 ギャンブルへの態度（ 問）、 ギャンブル知識（ 問）、






















































































































ローチ（ ） に基づいて、米ネバタ州が施行している 問題ギャンブ
















































図内にある 初期予防 とは 予防アプローチと同じ概念であり、青少年のおおよ
そ ％が対象になると考えられ、正しいギャンブル知識の習得と問題対処能力の向上が予防策































る。 第 期予防 は 予防アプローチであり、 ％から ％の青少年が該当するで
あろうとされており、治療機会を高めることが主目的となる。
第 予防アプローチでは本稿第 章で考査したような一般的なギャンブル教育プログラムの












第 期予防対象者で モデル に該当する人
第 期予防対象者で モデル に該当する人
第 期予防対象者で モデル に該当する人
第 期予防対象者で モデル に該当する人
第 期予防対象者で モデル に該当する人






































） ギャンブル依存症対策推進のための超党派勉強会 第 回勉強会 教育・啓発に関する課題 年 月
日
）一般社団法人ギャンブル依存問題を考える会 求められる依存対策 予防教育について
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